
 

GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会 

第８回 多摩専門部会 

   

 日時：令和７年４月 25 日（金）午前 11時から 

場所：都庁第一本庁舎 19 階 19B 会議室及びオンライン  

 

 

議事次第 

 

１  開会 

 

２  報告事項 

 （１）交通規制の概要について 

 （２）エリート男子の出場チームについて 

 （３）令和７年度ＧＣＴアンバサダーについて 

 

３  閉会 



CONFIDENTIAL

1２．報告事項 （１） 交通規制の概要について

THE ROAD RACE TOKYOの交通規制の概要、前回大会における交通規制の主な課題と改善策
は以下のとおり

〇 レースの開始時間を約１時間半前倒しすることで、フィニッシュを除く多くのエリアで休日における
市民生活等の行動開始時間前に交通規制を解除

〇 横断ポイントの個所を約２倍に増強
・横断ポイントは、交通渋滞の緩和及び歩道上の混雑緩和のため、交通管理者と協議

の上、駅前など歩行者が多く混雑が想定されるポイントや周回等の為通行が著しく
制限される地域等に設置

〇 男女別々のコースに設定することで、基本となる交通規制時間を約１５０分から約１１０分に短縮

課題１ 地域生活・商業活動等への影響について
〇 広範囲で、交通規制時間が休日における市民生活等の行動開始時間と重複
〇 歩行者が横断するポイントが少ないとの多くの意見 など

主な改善策

先頭通過予定の60分前から
規制開始

コース設営60分

男子選手通過
各10〜20分

最後尾通過の30分後に
規制解除

コース撤去30分

【横断ポイントのイメージ】

【基本となる交通規制時間】
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2２．報告事項 （１） 交通規制の概要について

課題２ 交通規制広報について
〇 大会の認知、交通規制エリアや時間などの情報が地域住民や沿道事業者に十分に届いていない
〇 観戦するにあたり、大会に関する情報が伝わっていない など

主な改善策

媒体 説明
ポスター・チラシ 沿道市の公共施設及び日常生活で目に触れる機会が多い沿道事業者等への掲出。また沿道自治体と

も連携した丁寧な周知
ポスティング
新聞折込

沿道市全体に配布するとともに、コース沿道・住宅密集エリア・脇道のないエリアを重点エリアと
して配布

沿道自治体 沿道市の広報誌に掲載
地域住民説明会 沿道市の町会・自治会長等説明会及び地域住民説明会を開催
専門紙 物流事業者を対象に物流weekly、交通新聞に掲載

電車広告
（中吊り・駅貼り）

JR(中央線快速、中央線・総武線各駅停車、青梅線、五日市線、武蔵野線)、小田急電鉄、京王電鉄、
西武鉄道（新宿線）の電車内ポスター広告掲出を行うとともに、駅貼りする駅数を拡大し、多摩全
域から都心部までより広い住民に訴求

ラジオＣＭ TBSラジオ、文化放送、ニッポン放送、TOKYOFM、J-WAVEのラジオＣＭにてドライバーへ告知
ＴＶＣＭ ＴＶＣＭにて大会告知と合わせ交通規制情報も告知
デジタル Google、Yahoo!によるターゲッティングバナー広告

道路広告 横断幕、立て看板の枚数増強。道路上の交通情報電光掲示板等への掲載、日本道路交通情報セン
ターからの告知、バス停への掲出

サンプリング 多摩エリアを中心とした主要駅構内において、駅数を増強しサンプリングによる周知
TVミニ枠 テレ朝のミニ枠番組により大会及び交通規制を周知
Youtube,SNS インフルエンサーによる大会周知、大会オリジナルのSNSを立ち上げ周知

新規

拡充

拡充

〇 様々な媒体を活用し前回より広報を拡充することで、より精度の高い交通規制広報を実施予定。
詳細は以下のとおり

※ 交通規制に関するプレスを４月２１日実施

拡充

拡充
新規
新規
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3

〇コース（一線規制区間）及びコースに接する道路（二線規制区間）を規制

〇コースは、原則大会関係車両以外通行禁止とし、道路の形状により以下のように規制区間を設定

〇コースに接する道路は、エリア内の居住者、施設利用者は通行可能とするが、安全対策のため、
誘導員や資機材を配置し、コースへの車両侵入を防止

２．報告事項 （１） 交通規制の概要について

片側1車線道路は、両側車線をコース 中央分離帯がある片側2車線以上は、片側車線をコース

G

G

G

エリア内の居住者、
施設利用者は通行可能

エリア内の居住者、
施設利用者は通行可能

エリア内の居住者、
施設利用者は通行可能

交通規制の大きな考え方

一線規制間区間 二線規制区間

※中央分離帯がない片側２車線以上の場合は、両側車線を規制
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4２．報告事項 （２） エリート男子の出場チームについて

チーム名 国名等

１ UCIプロチーム TOSCANA FACTORY TEAM VINI FANTINI
トスカーナ ファクトリー・ヴィーニファンティーニ イタリア

２

UCI海外
コンチネンタル
チーム

TERENGGANU CYCLING TEAM
トレンガヌ・サイクリングチーム マレーシア

３ ROOJAI INSURANCE 
ルージャイ インシュアランス タイ

4 THAILAND CONTINENTAL CYCLING TEAM
タイランド・コンチネンタル・サイクリング・チーム タイ

5 VICTORIA SPORTS PRO CYCLING
ヴィクトリア・スポーツ・プロサイクリング フィリピン

6 HKSI PRO CYCLING TEAM 
HKSIプロ・サイクリング・チーム 香港

7 WANTY-NIPPO-RE UZ
ワンティ・NIPPO・リユーズ ベルギー

８ EURO CYCLING TRIPS
ユーロ サイクリング トリップス アメリカ合衆国（グアム）

９

UCI国内
コンチネンタル
チーム

JCL TEAM UKYO 国内
10 キナンレーシングチーム 国内
11 マトリックスパワータグ 国内
12 ヴィクトワール広島 国内
13 シマノレーシング 国内
14 VC FUKUOKA 国内
15 愛三工業レーシングチーム 国内
16 宇都宮ブリッツェン 国内
17 チームブリヂストンサイクリング 国内

THE ROAD RACE TOKYO TAMA 2025 エリート男子の出場について、以下のチームと調整中



CONFIDENTIAL

5２．報告事項 （３）令和７年度ＧＣＴアンバサダーについて

・稲村さん、武井さんは令和５〜６年度、アンバサダーとしてSNS発信やイベント出演等により、GCT認知度向上に寄与

武井 壮さん
ｘ ：155万人
インスタ：31.5万人
youtube ：30.6万人

稲村 亜美さん
ｘ ：16万人
インスタ：39.6万人

令和７年度ＧＣＴアンバサダー

・アンバサダーが大会及び多摩の魅力を一般層にも幅広く発信しＰＲ
＜放映時期等＞

期 間：5月4日〜6月29日（全9回）
時 間：テレ朝 毎週日曜日 11時45分〜11時50分

〇好感度も高く、GCTの顔となった稲村 亜美さん、武井 壮さんを継続起用

〇THE ROAD RACE TOKYOの地上波ミニ枠番組を放送

＜番組内容＞
・コースの難所や多摩の名所を全力疾走＆レポート
・コース名所や多摩のご当地グルメ紹介
・青梅、コース等の紹介 など

前回大会の様子


